
 

 

 

  

今日で令和 5年度第一学期も終了します。保護者の皆様のご協力のお陰で無事にこ

の日が迎えられたことに感謝しております。さて、4 月の新年度スタート時から子ども達

の成長は目を見張るものがあります。新しい環境で多くの活動を通して仲間や担任と

の関係を構築し、今では一人一人にとって学級がかけがえのない居場所の１つとなり、

さらに学年へと横のつながりが広がってきました。そして 7 月になると異学年交流とし

ての「なかよし活動」が実施されました。児童会主催の活動で、1 年生と 6 年生、2 年生

と４年生、3 年生と 5 年生がペアになり、上級生が企画運営を行います。上級生は下級

生も楽しめるように工夫をしていました。鬼ごっこをしている学級では 6 年生は逃げる

ときに走らず、スキップをします。少しでも 1年生が追いつけるように、という配慮でしょ

う。 

このような異学年交流は単に仲良くすることだけでなく、それぞれの立場への理解、

そして思いやりの心を育てる貴重な機会です。異学年交流は音楽の授業でも取り入れ

られています。合唱の交換会です。上級生、下級生がそれぞれ練習している歌を披露し

その後でお互いに感想を述べ合います。高学年の豊かな声量と美しいハーモニーに下

級生たちは魅了されます。一方で初々しい歌声はまた新鮮です。感想発表ではお互い

の素晴らしさを発表し合い、その一言一言がまた次への意欲につながっていきます。 

 またななめのつながりもしっかり築かれいます。7 月 15，16 日に南部祭りが開催され

ました。本校からよさこいソーラン踊りや子ども太鼓に参加する子ども達もいました。ま

た、「ステップアップの先生に会いました。」と報告してくる子もいました。地域の中でも

子ども達は育っていることを実感しました。 

 子ども達は将来社会の中で年齢、性別、立場の異なる多くの人達と関わりながら生

きていくことになります。次は子ども達を支援してくれる学校外の人達との関わりも大

切にし、縦・横・斜めの三方向のつながりが構築できるようになってもらいたいです。 
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〇掲示板を通して 

逆井小には３つの階段があります。エビネ階段、たんぽぽ階段、なのはな階段です。

そしてそれぞれの階段には掲示板があります。今年度はこの掲示板を今まで以上に有

効に活用しようということで整備をしました。各学年の様子がわかる写真や、児童会や

委員会からの連絡事項、クラブ活動の作品紹介、そして推薦図書の紹介等を月ごとに

新しくして、最新の情報を発信する場となっています。毎日、そして 1 日に何回も通る場

所なので、自然と目に入ります。自分の知らない仲間の活動を知る機会にもなります。 

スマホやタブレットを使い、簡単に情報が得られる時代ですが、必ずしも本人にとっ

て有益で必要な情報ばかりではありません。学校の掲示板は子ども達にとって役に立

つ情報を掲載しています。写真や絵や文書を通して得るものは多いはずです。 

 

 

 

 

 

 

〇より良い授業をつくるために 

 わかりやすく、楽しい授業を通して子ども達の学力向上を図ること 

は学校の重要な役目です。そこで逆井小では教職員が校内研修に 

取り組んでいます。今年度の研究主題は「算数科における読解力を 

のばす指導法の研究」とし、日々授業改善に取り組んでいます。そし 

て学期ごとに全体研究会として講師を招いて全職員で授業参観、そ 

の後に協議会で意見交換をします。1学期は 6 月 29日に 4 年生と５ 

年生の授業を全員で参観し研修を行いました。4年生では割り算の 

筆算の学習でした。子ども達の思考の助けになるように具体物を用 

いたりしました。5年生では小数の倍についての学習でした。こちら 

も答えを導くためにイメージ図や線分図を用いたり、小グループでの 

意見交換を取り入れて理解へと導きました。どちらの学年も他の学 

級で事前授業を実施し、子ども達の理解の様子や手立ては適切であ 

ったかどうか等を検討し、修正をして当日の授業実践となります。 

講師である柏市教育委員会の大木指導主事から助言をいただき、 

これからの授業づくりの良いヒントを得ることができました。また普段 

の実践での疑問点の解決にもつながりました。逆井小教職員達はこれからもともに学

ぶ姿勢を大切に授業づくりに取り組んでいきます。 

〇自分も他人も大切にして、充実した夏休みを 

明日からの夏休みは家族や地域の一員として、多くのことを経験する時間です。充実したものとするため

にも「命」を大切にする行動を心掛けてください。交通事故、水の事故、自然災害、感染症等、多くの危険が

潜んでいます。自分で考え、判断する力をぜひ発揮し、9月に成長した姿が見られることを期待しています。 

  

  

 


